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　Analysis　of 　essential 　Qils　and 　pungent　principles　of 　pericarps　of 　Subgen．　Zanthoxylum （6　species ，

2varieties　and 　l　fom ）and 　commercial 　samples 　of
“Sansho”and

“ Hualiao”from　Japan　and 　China
by　GC 　and 　HPLC 　methods 　showed 　that　Zdnthoxylum　PiPen

’
inm　and 　its　form　from　Japan　contained

higher　levels　of　limonene　and β
・phellandrene ，　and 　that　in

‘Budo −zansho ／geranyl 　acetate 　was 　the

main 　essential　oil　component ．　Z．　bungeanum　from　China　showed 　higher　limonene　contents 　but　that

from　Sichuan　prQv．　had　iinalyl　acetate 　as 　the　main 　componellt ，　There　were 　some 　differences　in　the
essential 　oil　cornpositions 　among 　strains 　of 　Z ．　armat ” m 　var ．　sttbtnfotlatUm ：they　might 　be　classified

to　two 　 types，　 according 　 to　 the　presence 　 or　 absence 　 of 　 xanthoxylin ．　 As　regards 　the　 pungent

principles，　most 　species 　showed 　higher　levels　of 　hydroxy一α一sanshool ．　Z．　pipen
’
imm 　and 　its　forTn　contained

α
一sanshool ，　whereas 　Z．　bung彡anum 　showed 　bwer　contents ．　Commercial 　samples 　showed 　essential

oil　and 　pungent 　principle　compositions 　similar 　to　those　of　their　respective 　original 　plants．　The　totaI

amounts 　of 　both　essential 　oils　and 　pungent　principles　in
“Sansho，

”derived　from　Asakura−zansho

and
‘
Budo −zansho ’

of 　Z．ρφ6 ガ彦um 　f．　inerme　and
“Hualiao”derived　from　Z．　 bungeanum 　from

Sichuan　were 　higher　than　those　in　other 　samples ．　Most　of　the
“Huajiao”samples 　derived　from　Z．

annaimm 　var ．5zめ’吻わlintum　contained 　xanthoxylin ・

　Keywords − Z伽 漉o塀 π翅 力ゆ6癬 翩 ；Z伽 thoaylecm　piPen
’
tUm 　f．　inerme；Z伽 伽 夷吻 m 　bungeanum；

knthoArylum　annatum 　var ．　s励 ’顧 ）吻 伽 彫 ；limonelle；geranyl 　acetate ；1inalyl　acetate ；xanthoxylin ；

hydroxy一α・sanshoo1 ；Huajiao

　中国 産 「花椒 」及 び 日 本産 「山椒 」は 中国及 び 日 本 で と

もに 芳 香性健 胃，消炎，利尿 ， 駆 虫 薬 と して 用 い られ
3・4 》，

また 「大建中湯」
5》や 「椒 梅湯 」

6》な ど に 「蜀椒」の 名 で 配合

され る．こ れ ま で に 著者 ら は両生薬の 各国市場 品 の 基源 を

明 ら か に す る 目的 で ， 『中華 人 民共和 国薬典亅
7）収 載 の

Zanthoaylum　bungeanu％ Z ．∫6〃吻 b伽 祝 ，『第13改正 日本

薬局方亅
8）収載の Z ρ加 伽 吻 サン シ ョ ウ を含む hanthOAb，lum

属植物 17種 3変種 1品 種 の 果皮及 び 小 花柄 を比 較 組 織 学 的

に 検討 し， 報告 した．すなわ ち 日本産 「山椒 」市場 品 と し

て Z．piPen
’
imm の 完熟果実 の 果皮，　 Z．ρφ爾 伽駕 f．　inenue

の 2 タ イ プ で あ る
‘
ブ ドウ ザ ン シ ョ ウ

’
とア サ ク ラザ ン シ ョ

ウの や や 未熟な果皮が 流通 し
9）

t
一

方 ， 中国産 「花椒」市場

品 は Z．bungeanum の 成 熟 果 皮 と Z．　 atmaimm 　var ．

szabtnfolintum フ ユ ザ ン シ ョ ウ の や や 未熟〜未熟 な 果皮 が

大部分 を占め
1°）

r 中国北部 の 市場 で は Z．schintfolium イ ヌ

ザ ン シ ョ ウ の 成 熟 果皮
LD

も見られ る こ とを報告 し た．さ ら

に ，中国産 Z．auaatam 　var ．　 subtnfolininm に は精油成分

xanthoxylin の 有無 ， 果皮 の 裂開面 の 頂部先端 の 形状 ， 及 び

SEM に よ る 表 面 視 に お い て 2 タイプ が 存在 す る こ と も報

告 した
10）．「花椒 」及 び 「山椒」の 品質 を 評価す る上 で は そ

れ ぞ れ の 原 植物 の み ならず，含有 され る 成分 につ い て も検

討 す る必 要 が あ る．両生薬 は い ずれ も芳 香及 び辛味に 富 ん

（249）
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だ もの が 良 品 と され る こ とか ら， 精 油 及 び 辛味成分 の 検討

を行 っ た ．果皮 の 精油成分 に関して は こ れ まで に 日本産の

サ ン シ ョ ウ 12），ア サ ク ラ ザ ン シ ョ ウ
L3
吸 び フ ユ ザ ン シ ョ

ウ
13 ），中国産の Z ．舘初 κ伽 鯉 及 び Z．bungeanumi4）の 成

分組成 が 報告 さ れ，ま た近 年 日本 市場 で 流通量 が 増加 して

い る
‘
ブ ドウ ザ ン シ ョ ウ

’

に つ い て は，川 原 ら
15 ）

が 精油含

量 を報告 して い る．また 熊 ら
16 ）は 中 国 市場 の 「花 椒 」の 成

分 組 成 を中国産 Zklnthoaylum属数 種 の 組 成 と と もに 報告

し て い る．一
方，辛味成分に 関 して は，安田 ら

1η
が 日本産

lknthoaylum属 4種 2 品種，水谷 ら
’8）が 中 国産 Z．　bungeanblm

の そ れ ぞ れ不飽和脂肪酸 ア ミ ドの 成分組成 を報告 して い る．

安田 ら
19 ）は さ らに 日本 に 輸入され る 「花椒」市場品 の 1 級

品 と 2級 品 の 精 油 及 び 辛 味成分 に つ い て も明 らか に し て い

る．しか し，市場品を材料 に した 成分研 究で は 原植物 が確

証 さ れ て お らず，thnthoaylum　tsの 果皮 とは 対比 が で き な

い ．また，
‘
ブ ドウザ ン シ ョ ウ

’
に つ い て は 成分 組 成 が 明 ら

か に さ れ て い な い ．さ らに ，中国産 フ ユ ザ ン シ ョ ウ は 同植

物 に 由来す る市場 品 を含 め て ，xanthoxylin 以外の 精油 成

分 につ い て も詳細 な検 討が 必 要 で あ っ た．そ こ で，こ れ ま

で に 「山椒」及 び 「花 椒 」市場品の 基源 で あ る こ と を確証

した Zanthoxylum亜属の 各種 を中心 に して ，日本産及 び

中国産 6種 2変種 1 品種 に つ い て，先ず精油 及 び 辛味 成分

の 組成 及 び 含量 を明 らか に し，その 後原植物 の 判明 した各

地市場品も同様 に 検討 して ， それ ぞ れ を比 較 した ．

実　験　の 　部

　1．実 験 材 料

　すべ て 富 山医科 薬科大学和漢薬研究所附属薬効解析 セ ン

タ
ー

民 族薬 物 資料館 （TMPW ＞に 保管 さ れ る．

　 1．実験材料

　 i＞z．ρφ碗 伽駕 DC．サ ン シ ョ ウ ：富山医科薬科大学薬

学部 附 属 薬 用 植 物 園 ，C．　 ItQ　 330，429
，
562 （Sept．25，

1993，Sept．9，1994，　Sept．22，1995＞，長 野県松 本市 ，
C．Ito　549，553 （Aug ．22，　 Sept．14，1995），新潟県西

頚城郡 ，C．　Ito　552，573，575 （Sept．3，18，23，1995），
同 中頚 城 郡 ，C．　Ito　555 （Sept．18，1995），同三 島郡 ，　C．
Ito　571 （Sept．18，1995）．以上すべ て 栽培 品．

　 ii　a）Z ．　pipen
’
term　DC ．　f．　inenue　MAKINo ア サ ク ラ ザ ン

シ ョ ウ ：和 歌 山 県有 田郡 ，C．　Ito　583 （Aug．， 1995），岐阜

県吉来郡 ，C．　Ito　548，554（Aug．25，　Sept．14．1995），富

山医科薬科大学薬学部 附属薬用 植物園，C．　 Ito　 434，494

（Sept．10，0ct．27，1994）．以上 す べ て 栽 培 品．

　 ii　b）Z．　pipen
’
tum 　DC ．　f．　inenue　MAKINo ‘

ブ ドウ ザ ン シ

ョ ウ
’

： 和 歌 山 県 有 田 郡 ，C．　Ito　450，580 （Aug．25，

1994，Aug．，1995），富 山 医科 薬 科 大 学 薬 学 部 附 属 薬 用 植

物 園 ，C．　Ito　435，546，566 （Sept．10，1994，　 Aug．24，
Sept．22，1995）．以上すべ て栽培品．

　 iii＞z．　buugeanum　MAXiM ，： 〔中国〕四川 省理 県，　G ．　C．
Zhou 　et　al．90112，90113，90115　（Sept．3，1990），甘粛

省 成 県 ，G ．　C．　Zhou　6’祕 92032 （Aug ．30，1992），山西

省交城 県 ，G ．　Y ，　Zhong θ’認 463 （Aug．8，1994）．〔日本〕

富 山 医 科 薬 科 大 学薬 学部 附属薬 用植物 園，C．　 Ito　482

（Oct．14，1994）．以 上 す べ て 栽 培 品．

　 iv）Z．　 a7matum 　DC ．： ネ パ ール （野生品〉，T．　 Namba

et　al．416 （Aug ．13，1983）．

　 v ）Z．arm αtum　DC ．　var ．　subtnfoliatum （FRANcHET）
KITAMURA フ ユ ザ ン シ ョ ウ ： 〔日本〕富山医科薬科大学薬学

部附属薬用植物園 （栽培 品），C．　Ito　 490，541，563 （Oct．

27，1994，Aug ．24，　Sept．22，1995），〔中国〕；type　A ）河

南省洛陽 ，
D ．　W ．　Shi　s．n ．（Oct．，1989），type　B）四 川省

普格県，G．　C．　Zhou　4 鳳 92092 （Jul．30，1992＞，同会理

県，G．　C．　Zhou 　 et　al．92051 （Aug．3，1992），同徳昌県，
G．C．　Zhou　6∫砿 92016 （Aug ．3，1992），同 峨 眉 山，　 Y ．　P．

Liu　358 （Sept．9 ，1992），同奉節県，　 Y．　P．　Liu　367，369

（Sept，20，1992）．以上 中国産 は すべ て野 生 品．な お，中国

産 は 前 報
10 ｝と同 様 に xanthoxylin を含む もの を A タ イ プ，

含 ま な い もの をB タ イプ と した．

　 vi ）z．　 simulans 　HANCE　l富山医科薬科大学薬学部 附 属

薬 用 植 物 園 （栽 培 品 〉，
C ．　 Ito　336，422，478 （Aug ，5，

Sept．29，0ct．13，1994）．

　vii）Z．　acanthopodium 　var ．　timbor　HooK ．　f．：四 川 省 会

理 県 （野 生 品），G．　C．　Zhou 　et　aL 　92092 （A   ．4
，
1992）．

　価 ） Z．　piasealeii　MAXiM．：四 川 省浹 川県 （野生 品），Y．　P．

Liu （Sept．13，1992）．

　2． 生 薬材料　日 本産 「山椒」市場 品 （4点），中国 産 「花

椒」類市場 品 （17点）．各市場 品 の 入 手 先， 入 手年 月，

TMPW 番号 及 び 比 較組織学的研究
1°）に よ る 同 定結果 は

TABLE　IV 参照．

　3． 試料溶液の 調製　安 田 ら
’9〕

の 方法 を参 考 に して 以

下 の 条件 で 調 製 した．

　 i）精油成分 ：乾 燥 し た各種 の 果皮を粉砕 し，そ の 試 料

0．1g に ヘ キサ ン 5m1 を加 え一夜冷 浸 し濾過，濾液 をメ ン

ブ ラン フ ィ ル タ
ー

で 濾過 して GC 用 試 料 と した．市場 品は

粉 砕 し た 試料 2g に ヘ キサ ン 10　ml を加 え 同様に 調製 し

た．なお，ヘ キサ ン 可溶部は 精油 とほ とん ど同 じク ロ マ ト

パ ターン を示す こ とが 報告 され て い る
19 〕

こ とか ら ，
ヘ キサ

ン 可 溶 部 で 精 油 成分を分析 した．

　ii）辛 味 成 分 ：粉砕 した 乾燥果皮 0．1g に ク ロ ロ ホ ル ム

5ml を加 え一
夜冷 浸 し濾過，濾液を メ ン ブ ラ ン フ ィ ル ター

で 濾 過 し て HPLC 用 試料 と した ．市場品は 粉砕 した 試 料

0．5g に ク ロ ロ ホ ル ム 50　m1 を加え同様 に 調製 した ．

　4．   分 析　装置 ：Shimadzu　GC・14A ； クP マ トデ
ー

タ処理装置 ：Shimadzu　C−R7A ．分 析条件 ：カ ラム ：G −525

オ
ープ ン チ ュ

ーブ カ ラ ム （1．2mmI ．D．x40m ）；カ ラ ム 温

（250）
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Fig．1−1．

Fig．1−2．

DOl 02 03 04 0560 （皿i皿）

GC　Profiles　of　Standard　Compounds （1−14）
Column ：G ・column （G −525），1，2mm × 40　m ，　cQlumn 　temp ．：temperature 　isothermal　at 　50℃ for

10　min 　then　programmed 　at 　3℃ per　min 　to　80℃ for　10min 　and 　2．5℃ per　min 　to　130℃ and

5℃ per 　min 　to　240 ℃，detector：FID ，
HPLC 　Profiles　of 　Z砌 彦hoaylum　PiPeriimm　f．　inerme （Budo −zansho ）

Column ： Shim・pack 　CLC−SIL（M ），4．6mm × 250　mm ，　column 　temp．： 40℃ ，　mobile 　phase ： n −

hexane −isopropyl　alcoho1 （20 ：1），flow　rate ：0．8ml／min ，　detector：UV （275　nm ），

度 及 び 昇 温 条件 ： 初 期 温 度50℃ （10min）
− 3℃ ／min 昇

温一80℃ （10min ）− 2．5℃ ／min 昇 温一130℃ （O　min ＞− 5℃／

min 昇 温一240℃ （48　min ）； 注 入 口 温 度 ：200℃ ；検 出

器 ：水素炎 イ オ ン 化検 出器 （FID ）；キャ リヤ
ーガ ス ：He

20ml ／min ；注 入 量 ： 2μ
1．分 析成分 及 び 標品 ：α

・pinene

（1），　sabinene （2），myrcene （3），
　limonene （4＞， β

一phellan・

drene （5），　 ocimene （6），　 linaloo1   ，　 citronella1 （8），

linalyI　acetate （9），β caryophyllene （10），geraniol （11），

geranyl 　acetate （12），
methyl 　cimamate （13＞，xanthoxylin

〔14）．1 ，7 は 関東化学 （株）製，2 は RESEARCH 　PLUS

製，3 ，8 ，10，11，12，13は 東 京化 成工 業 （株）製，4 は

和光純薬工 業 （株）製，6 は フ ル カ フ ァ イ ン ケ ミカ ル 製， 9

は小林香料製，14は APIN 製を用 い た．分 析法 ： 5 を除い

た各成分 は，GC −MS （Hewlett−Packard製 HP589011 ＞を

用 い て保持時間とマ ス ス ペ ク トル を標 品の そ れ ら と比較 し

て 同定確認 した （Fig．1−1）． 5に つ い て は標 品 が 入手 で き

なか っ た た め ，GC・MS を測 定 して 確認した ．各成分の 定量

は ピ
ーク面積 に よ る絶 対 検 量線法 に よ り行 っ た ．5 の ピ

ー

クは 4 と 6の 間に確認 さ れ． 4 の 面積値 よ り換 算 して 定 量

値を算出した．

　 5． HPLC 分析　装置 ： ポ ン プ ：Shimadzu　 LC −10AT ；

検 出器 ：Shimadzu　SPD −10A ； クロ マ トデータ処 理 装置 ：

C−R7A ．分析 条件 ニ カ ラ ム ：Shim−Pack　CLC −SIL（M ）

（4．6mm 　I．D ．　x　250   ）；ガー ドカ ラ ム ：Shim・Pack 　G −

SIL（4）（4　mm 　 LD．× 10  ）；移 鯛 ：n
一

ヘ キサ ン ーイ ソ

プ ロ パ ノー
ル （20 ：1）：流量 ：0．8ml ／min ； 検 出波 長 ：

275nm ； カ ラ ム 温 度 ：40℃ ； 注 入 量 ：5 μ1．分 析成分 ：

α
一sanshool （1）， β

一sanshoo1 （II），γ
・sanshool （III＞，

hydroxy ・
α
一sanshoo1 （IV），

　hydroxy −fi−sanshool （V），

hydroxy一γ・sanshool （VI）．分析法 ：各成分 は NMR （日本

電子 ， JEOL　A −400），
　EI・MS

，
　HR −MS （HITACHI 　M −2500），

IR （Perkin・Elmer　1720−X）に よ り同定 した （Fig．1−2）．定

量 は 1V の ピーク面積 に よ る絶対検量線法に よ り行 い ，1，

II，　 m ，
　 V ，

　 VI は IV の 面積値 より換算 して 定量値 を 算出

した．

結 果

　1． Zanthoxylum 亜属植物各種の 果皮

　1）精油成分 （Fig．2，　 TABLE　I）　日本 産 の Zpiperitum

var ．ρ膨万伽叨 サ ン シ ョ ウ 及び その 品種 では と もに limonene

（4），β
一phellandrene （5＞が 高 い 成分組成 を示 した．しか

し，主 成 分 が 若干 異 な り， サ ン シ ョ ウ は 5，Z．　piPeritum　i．

inermeア サ クラ ザ ン シ ョ ウ は 4
，
　 Z．　piPeritum　f．　inerme

‘

ブ ドウ ザ ン シ ョ ヴ で は geranyl　acetate （12） が 高含量

で あ っ た．精 油 の 総 含 量 は 母 種 に 比 べ て 品種 が 高 い 値 を示

し，ア サ ク ラザ ン シ ョ ウ と
‘
ブ ドウ ザ ン シ ョ ウ

’

で は後 者 が

や や 高い 傾 向 を示 した．中国産 の Z．bzangeznumも4 ， 5の

含 量 が 高か っ た が ，さ らに 四 川 省産 の もの で は linalyl　ace ・

tate （9） も高含 量 で 2．37％ を示 した．　 Z．　 a7matum 　 var ．

sttbtnfoliatum に は xanthoxylin （14）が 高含量 の もの （前

報
1°｝

と 同様 に A タ イ プ と称 す ： 中国産の
一

部） と14は なく

sabinene （2），4 ，linalool（7） な どか らな る もの （B タ

イプ と称す ：中国産の
一

部 と 日本産） が あ っ た．B タイプ

の 成分 組 成 は 基 本 的 に は 母 種 で あ る Z．aTmatum 　var ．

a7maimm に 類 似 した が ，母 種 の み methyl 　cinnamate （13）

が 検 出 さ れ た．14が 高含量で あ る成分 組 成 は Z．　piasezkiiで

も認め られた ．Z．　 simulans で は保 持時間 16分 付近 に 顕著な

未同定 ピ
ーク a が 認 め られ た．こ の 成分 を 4 の 面積値 か ら

換算した結果，含量 は 1．33％で あ っ た．Z ．　acanthoPodium

var ．　timborは精油含量が 少な く，また そ の 主成分 は 5 で あ

（251）
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　GC 　 Profiles 　　　A：Z．ρψε痂κ翅（Sansho＞， B1 ：Z． 　piperitum 　f ．　
inerme

（Asakura− zansho ），B2：Z ． ρ φθ万劾勉
f
．　 inerme

Budo ・ zansho ）， 　　 　 C ： Zbungeanum ，　 D：Zamlatum ，　 E1 ：Z．　 at7natecm　var ．　subtnfoliaimm 　
from

　Japan（Fuyu − z

sho ），　 E2 − E3 ：Z 　　　armatum　var ．　subtnfotintum 　from　China（2： type 　A，3：type　 B：these　types　were 　classified　on　the 　 ba

s 　of 　the　com − 　　　position 　pattern），F ：Z．　 simulans ，　G：Z ． 　acanth 〔4 ）odium 　var．　timbor ，　
FZ ． 　piasezkii ． 　 　 　Column：G−column （G −525 ）， 1 ．2mmx40 　 m，　 column　temp ．：temperature 　isothermal　at　50

for 　10 　min 　 then 　　 　programmed 　at 　3℃per 　 min　 to 　80℃for 　10min 　and 　2， 5 ℃per　 min　to 　130 ℃and　 5 ℃per　min　to　2

℃ ， dector

：FID ． った． 　2）辛味成分 （Fig ． 3 ，　TABLE　II）
Z．

筋伽叨var．　 szabin ’− foliaimmのA タイプ，　Z ． 　Siuatlans 　 Z．　

anthoPodium　var． timbor ， 　 Z ．　piαsezfeii を除いた種で

droxy・α・sanshooI （ IV ） が 高 含 量 で

った．6成分の総含量及び Wの 含量は Z． 　 piPeritum 　 var ．

珈 ガ 伽 祝サンショウと そ の品種で高く， 特
にZpiPentum 　 f ， 　

erme ‘ブドウザンショウ’が 高い 値 を示した．Z ．　 bungeanumはα一 sa

hool（1），β一 sanshool （II ） ，γ一 sanshool

III ＞ が 検 出 さ れ な い か又 は微 量 で あ る 点でサンショ ウ及びそ

品種と異なって いた．Z．　a7matUmvar ．　subtnfoliatum のA タイ

及びZ．　piasezfeii は1，　 Z． ∫勿zz読 zπ s はII，　Z ：acanthepodi

　
var

，　timbor はhydroxy 一

一sanshool （VI ）が高含量

あった． 　 2．「山椒」及び「花椒」類 市場 晶 　1 ） 精油 成

（
TABLE

　III ）　 原植 物とほぼ同様の 成分パ ター ン を 示

た．Zρφ

伽叨 f．　 inerme の 2 タ イプであ る （252） N 工
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Fig．3．　 Comparison　of 　Zdlnthoaylttm　Species　Shown　by　HPLC 　Profiles

　　　 A ： Z．ρφθ万伽 叨 （Sansho＞，B1 ：Z．ρψθ”跏 吻 f．　inerme （Asakura ・zansho ），B2 ；Z ．　piperitecm　f，　inerme（Budo・zansho ），C ：

　　　 Z．bungeanκ m ．　D ： Za17natum，　El ： Z．　ar？natum 　var ．　subtnfollatUm 　from　Japan（Fuyu −zansho ），E2 −E3 ：Zarmatum
　　　 var ．　subtnfolintUm 　from　China （2 ：type　A，3：type　B ：these　types 　were 　classified 　on　the　basis　of 　the　composition 　pat−
　　　 tern），F ：Z．　S勿mulans ，　G ：Z．　acanthol ）odium 　var ．　timbor，　H ：Z．　pinseakii
　　　 Column ：Shim ・pack　CLC−SIL （M ＞，4．6mm × 250　mm ，　column 　temp．：40℃，mobile 　phase ： n ・hexane −isopropyl　alco−
　 　 　 ho1 （20　　　　　　　11 ），flow　rate ：0．8m レmin ，　detector：UV （275　nm ）．

‘
ブ ドウ ザ ン シ ョ ウ

’

とア サ ク ラ ザ ン シ ョ ウ の 混合 品 に 由

来す る 「山椒 」市 場 品，及 び 四 川 省産 の Z．bungennzamに 由

来す る 「花 椒 」市場品に 精油成分 が 多く， 両者の 間で は 前

者 の 総含量 が高い 値を示 した．成分組成で は ，

‘
ブ ドウザ ン

シ ョ ウ
’
を 多 く含 む 市場 品 は geranyl　acetate （12） が 多

く，
Z．　bungcanum か らな る市場 品 は 1inalyl　acetate （9），

linalool（7），　limonene（4）を多 く含有 して い た．Z 　 armtum

var ．　 Sttbtnfolintum の 単
一

品又 は 同種 と Z．　 becngennumの

混合 品か らな る 市場 品 は 多くが A タ イプ で あ り， xan ・

thoxylin （14）が 高含 量 で あ っ た．

　2）辛味成分 （TABLE　IV） ‘

ブ ドウ ザ ン シ ョ ウ
’

とア サ ク

ラザ ン シ ョ ウの 混 合 品 に 由来す る 「山椒」市場 品，及 び 四

（254）
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卜

川省産 の Z．bungcanum に 由来す る 「花椒」市場品に 辛味 成

分 が 多く，特 に 後者の 総含量が 高 い 値 を示した．辛 味 成 分

をほ とん ど含 ま な い 3市場 品 を除 い て ，すべ て hydroxy一

α
一sanshool （IV）が 主成分 で あ っ た．

‘
ブ ドウザ ン シ ョ ウ

’

と ア サ ク ラザ ン シ ョ ウ の 混合 品 か らな る 「山椒」市場品 は ，

IV，　 hydroxyβ 一sanshool （V ） に 次 い で α
・sanshoo1 （1）

が 多 い の に 対 し， Z．　 bungeanum及 び Z．　annatum 　var ．

SZtbtnfolintum に 由来す る 「花椒」類市場品で は 1が 微 量 で

あ っ た．

考 察

　1． こ れ ま で に 「山椒 」及 び 「花 椒 」類市場 品 の 基 源 と

して 確証 した 種 を含 め ， Zanthoxylum亜属 6種 2 変種 1 品

種 の 果皮 に つ い て，精 油 及 び 辛味成分 の 組成及 び含量 を明

らか に し，さ らに 市場 品 の 成分 に つ い て も検討 した．そ の

結果，各種 に 特徴的 と思 わ れ る成分組成 が 見出 され，また

市場品 は そ の 基 源 で ある種 と同様の 成分 パ タ
ー

ン を示 した．

精油成分 は 揮散 し易 い が ， 各成分 は ほ ぼ 同じ比 率 で 減少す

るた め，全体 の 成分 パ ターン は ほ ぼ 維 持 され て い た．した

が っ て ，採取後時間が 経 過 して い る もの に つ い て も今回の

結果は 応用 で き る もの と考 え られ る．

　2． Z ρφθ万劾 辮 f．　inenne‘ブ ドウ ザ ン シ ョ ウ
’

に っ い

て は こ れ まで 精 油 及 び 辛 味 成分の 組成及び 含量が 報告 され

て い なか っ た．本 研 究 に よ り，Z ヵφ碗 跏 形 var ．ヵψ碗 伽 2

サ ン シ ョ ウや Z．ρφθ痂 π彿 f．inenueア サクラザ ン シ ョ ウ

に 比 べ て 両 成 分 の 総含量 が 高 く，精油成分 で は geranyl

acetate （12） の 含 量 が 他 種 よ り高 い こ とが 明 らか に な っ

た．ま た ，

‘
ブ ドウザ ン シ ョ ウ

’
を含 め ，サ ン シ ョ ウ とそ の

品種 に hydroxy一β・sanshoo1 （V ），β一sanshool （II）が検 出

され た．

　3． Z．　bungennum．　Z．　amaatum 　var ．　subtnfotiaimm 及

び 両種 に 由来す る 「花椒 」市場品 の 精油 成分 に 関す る今回

の 結果 を，こ れ ま で の 報告 と照合 した ．安 田 ら
19；

の 報文の

「1 級品花椒」 と 「2級 品 花椒 」， 熊ら
16 ）の 報文 の 「正 上 花

椒」 と 「新疆花椒 」は そ れ ぞれ 前者 が Z．bungeanum，後者

が Z．amaatum 　var ．　Sttbtnfoliatum の A タイプ の 果皮 で あ

る と推測 され た．しか し， 「1級品 花椒」中に は linalyl　ace −

tate（9）が 報告 さ れず，また，　 Tirilliniら
14 ） もZ 伽   α z嬲 〃 3

の 精油成分 中に 9 を認め て い な い ．こ の よ うに，成分組成

に 若干 の 個 体差が 存在 す る 可 能性 が あ る．

　4． 中国に 産す る Z．armatum 　var ．　 szabtnfoliatam に は

果皮中に xanthoxylin （14） を含む もの と含 まな い もの の

2 タ イ プ あ る こ とが わ か っ た．同種 に 由来す る 「花 椒 」市

場品 は 中国の 生 薬及 び 食 品市場 に Z．bungeanum由 来 の も

の と同程 度流通 し，また，日本 の 食品市場 に も 「花 椒」又

は 「山椒 」の 名称 で 流通 して い た
ゆ ．こ れ らの 市場 品 の 70

％ は 14を含 む もの で あ っ た．14は 経 口 で は 中毒 症 状 が 現 れ

（255）
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な い が ，動物実験 で 静注に よ り痙攣が 引 き起 こ され る こ と

が 報告 され て お り
4
  同種 の A タ イプ の 使 用 は 考慮 が 必 要

で あ ろ う．

　5． 今 回 検 討 し た 日 本 及 び 中国 の 「山椒」及 び 「花 椒」

類 市場 品 は共 通す る精油 及 び 辛味成分 もあ るが ，原植物が

異 な る ため 成 分 組 成及 び含量が 異な っ て い た ．こ の 結果よ

り，「山椒 」 と 「花 椒 」は別 生 薬 と して 認 識す る 必 要 が あ る

と考 え る．また と くに 「花椒」類市場 品を使用す る に 際 し

て は，原 植 物 を同 定す る こ とが 重 要 で ある と考 える．

　謝 　辞 ：本 研 究 に 当 り， 辛味成分 標 品 の 分 取
・
同定に ご協 力 い

ただ い た新 潟 薬科 大 学 生薬 学教室 の 池城安正 教授，柏 田 良樹 助

教授，種 々 の ご助 言をい た だ い た 東 京都 立 衛 生研 究所 の 安 田
一

郎博士 に 深謝 い た し ます．
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